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１．研究計画の概要 
（１）CLV3 ペプチドの移動様式の解明 
（２）CLV3下流因子の探索 
（３）ペプチド-受容体結合様式の解明 
（４）ペプチダーゼの単離 
（５）CLV3 を利用した葉序決定機構の
解析 
（６）CLE ペプチドの機能的多様性に関
する解析 
（７）CLE ペプチドの各種植物における
機能分化解析 
２．研究の進捗状況 
（１）ペプチドに様々な蛍光タグを結合し移
動様式の観察を行ったが、現在、適切な蛍光
タグがみつかっていない。しかし、４番目の
アミノ酸に蛍光物質を結合した合成ペプチ
ドは体内で機能的であるため、これをもちい
た移動様式の解明を行いたいと考えている。 
（２）合成ペプチド耐性突然変異体として、
４０以上の突然変異体を既に単離した。その
うち、SOL2, CLI1を既に同定、報告してい
る。 
（３）ペプチドが糖鎖修飾を受けていること
が判明したため、現在、糖鎖修飾付の合成ペ
プチド合成を試みている。これを用いて、生
化学的なアッセイを行う。 
（４）ペプチドホルモン遺伝子の過剰発現
には耐性で、合成ペプチドには感受性を示
す突然変異体は、ペプチドホルモンの生成
段階に必要であることが示唆される。シロ
イヌナズナの sol1 突然変異体がその候補
として同定出来た。また、ペプチドホル
モンに相当するアミノ酸配列の直前の
配列に、プロテアーゼ阻害剤を結合さ
せ、さらに、ビオチンを結合させた合

成ペプチドを作成した。これを用いて、
タンパク質免疫沈降法を利用して、ペ
プチダーゼの候補を多数単離した。 
（５）顕微操作によるペプチドの茎頂
への塗布系開発を行っている。現在、
細胞単位でペプチドを塗布出来るよう
になってきている。 
（６、７）ゼニゴケ、ヒメツリガネゴ
ケ、セラジネラ、カニクサなど、様々
なコケ植物、シダ植物を利用してペプ
チドアッセイや分子遺伝学的解析を行
っている。その結果、ゼニゴケでは表
皮細胞の分化に関わること、ヒメツリ
ガネゴケでは原糸体の細胞伸長に関わ
るなど、様々な機能が明らかとなった。 
 
３．現在までの達成度 
当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
特に、シグナル伝達系の下流因子の探索によ
り、候補突然変異体が多数単離された。これ
は、想像以上のものであり、原因遺伝子単離
も既に２つ成功している。また、ゼニゴケを
利用した実験系の確立もおこなうことがで
き、様々な植物でのペプチドの機能が明らか
になりつつあるが、ゼニゴケを利用出来るよ
うになったのは、予想外で、これにより、格
段に研究スピードも向上した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）４番目のアミノ酸に蛍光物質を結合し
た合成ペプチドは体内で機能的であるため、
これをマイクロインジェクションや顕微操
作により、植物に添加し、移動様式を明らか
にする。 
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（２）４０以上の突然変異体の全ての候補に
おいて、原因遺伝子の単離を完了する。 
（３）糖鎖修飾のある合成ペプチドを利用し
て、我々の単離した受容体との結合アッセイ
を生化学的に行う。 
（４）候補ペプチダーゼの生化学的、遺伝学
的アッセイを行う。 
（５）顕微操作によるペプチドの、葉序に与
える影響を調査する。 
（６、７）特にゼニゴケを利用した系が確立
できたため、今後は、これを発展させ、コケ
植物におけるペプチドの機能解明を行い、分
子進化、機能進化について議論する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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